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一般社団法人常盤工業会 会費規程 

（目的） 

第１条 本規程は、一般社団法人常盤工業会（以下「本会」という。）定款第６条の規定に基づき、本会

の会員の会費に関し、必要な事項を定める。 

（第 1条は、令和 5年 5月 27日開催の定時総会の定款変更決議により、以下のとおり変更する。） 

 

第１条 本規程は、一般社団法人常盤工業会（以下「本会」という。）定款第８条の規定に基づき、本会

の会員の会費に関し、必要な事項を定める。 

 

（会費） 

第２条 会員が納入する年会費は、3,000 円とする。ただし、学生が納入する会費は、終身会費とし、

第５条に定める。 

 

（年会費の前納） 

第３条 年会費は、別表１のとおり前納することができる。 

２ 10年分の会費を一括前納する場合は、年会費額が割引となる。 

 

（会費の減免） 

第４条 60歳以上の会員においては、本人の申告により別表２のとおり年齢に応じて一定額の会費を一

括納入することで、以後、年会費の納入は不要となる。これを 60歳以上の会員の終身会費と称す。 

２ 80 歳以上の会員が、直近の 10 年間滞りなく会費を納入している場合、本人の申告により会費

納入免除の適用を受けることができる。 

 

（学生が納入する会費） 

第５条 学生が納入する終身会費額は、100,000円とする。 

２ 終身会費の納入方法は、一括納入または分割納入（原則としてゆうちょ銀行自動払込 8回分割）が

ある。 

３ 修業課程やその他都合により在学中に全額納入できない場合は、卒業後も 分割納入を継続するこ

とがある。 

４ 本人の都合により分割納入を停止し、全額納入せずに卒業した場合、在学中に納入した会費は

別表３のとおり取り扱う。ただし、卒業後、本人からの申告により、終身会費の不足額を一括納

入した場合は終身会費納入とする。 

５ ３項に該当する者で卒業後自動払込が継続されなかった場合は、４項に準ずる。 

 

（特別会員の会費） 

第６条 特別会員は、会費を納めることを要しない。 

 

（正会員の権利） 

第７条 会費未納者は、定款にいう正会員としての議決権、代議員選挙権、代議員被選挙権を有し

ない。ただし、この場合の会費未納者とする基準は、これらの権利を行使する日において当該年

度及び前年度の会費を納入していない者とする。 

２ 在学生は、前項の権利を行使する日において終身会費を納入していない者（分割払いの場合は

1回分の納入がない者）とする。 
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（会費の返還） 

第８条 納入された会費は事由にかかわらず返還しない。 

 

（会費の納入） 

第９条 当該年度の年会費は、当該事業年度の末日までに納入するものとする。 

２ 会費納入に要する払込手数料は会員の負担とする。ただし、本会が作成している常盤工業会会費専

用の払込取扱票を利用して払込を行う場合の手数料は本会が負担する。この場合において、現金利用

時の加算料金については払込者の負担となる。 

 

（本規程の改廃） 

第 10条 本規程の改廃は、理事会の決議による。ただし、会費の額については、総会の決議により定め

る。改定後の規程は、本会が発行する会誌及びホームページ等により会員に告知する。 

 

別表１ 年会費の前納 

年 会 費 金 額 備 考 

年会費（単年） ３，０００円 前納可（制限なし） 

年会費（10年分一括前納） ２５，０００円 
10 年分の会費を一括前納することで 1 年あたり
の年会費額が 500円割引となる。 

 

別表２ 会費の減免 

６０歳以上の会員の終身会費 

60 歳以上の会員が申告して左記の会費を一括納
入することで以後の会費は不要となる。 

６０歳以上 ４０，０００円 

６５歳以上 ３０，０００円 

７０歳以上 ２０，０００円 

８０歳以上の会員 会費納入免除 
直近の 10年間滞りなく会費を納入している場合、
本人の申告により適用を受けることができる。 

 

別表３ 

１.終身会費（平成 22年度以降に入学した学生が納入する会費） 

 金 額 備 考 

終身会費 １００，０００円 一括全納または分割納入 

  

２.在学中に納入した終身会費の取扱い（分割納入している者が分割納入を停止した場合） 

分割納入済回数 納入済金額 卒業時の会費の取り扱い 

１回納入 

２回納入 

３回納入 

４回納入 

５回納入 

６回納入 

７回納入 

12,500円 

25,000円 

37,500円 

50,000円 

62,500円 

75,000円 

87,500円 

入学後 5年分の会費 

入学後 10年分の会費 

入学後 15年分の会費 

入学後 20年分の会費 

入学後 25年分の会費 

入学後 30年分の会費 

入学後 35年分の会費 
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付則 

本会費制度は、昭和 52年 4月 1日から適用する。（入会金 1,000円・年会費 2,500円） 

 付則 

本会費制度は、昭和 56年 4月 1日から適用する。（昭和 56年度入学生より在学中の会費 10,000円

として「学生会費」制度導入） 

 付則 

本会費制度は、昭和 62 年 4 月 1 日から適用する。（昭和 62 年度入学生より入学後 15 年分の会費

30,000円として「15年会費」制度導入） 

付則 

本会費制度は、平成 15 年４月１日から適用する。（10 年会費・60 歳以上の終身会費制導入・会費

免除適用年齢 75歳以上） 

 付則 

本規程は、平成 20 年４月１日から施行する。（15 年会費 32,000 円に改定・会費納入者扱いと未納

者扱いを定義。会費納入者扱いは直近２年間継続して会費を納入している者。未納者扱いの者は直

近の過去２年間分の会費に対する不足分を付加して納入することで会費納入者扱いとする。注記で、

入会金（1,000円）を支払って常盤工業会に入会した者を正会員と定義。） 

 付則 

本規程は、平成 22 年４月１日より施行する。（平成 21 年 5 月 16 日総会で決議）（年会費額および

60歳以上の終身会費額改定・会費免除適用年齢 80歳以上・新規終身会費制度（平成 22年度以降入

学の学生に適用・終身会費額 100,000円）導入し 15年会費廃止。） 

 付則 

本規程は、平成 22年 11月 6日より施行する。（平成 22年 11月 6日臨時総会で決議）（定款変更に

伴い会費納入者の定義を当該年度の直近 2年間に会費を払っている者、終身会費納入者、会費納入

免除適用者とする。会費未納会員は過去 2年分の会費納入義務廃止） 

 付則 

本規程は、特例民法法人常盤工業会が一般社団法人の認可を受けた後に、一般社団法人常盤工業会

として、平成 24 年 5 月 12 日開催の最初の定時総会で承認後、施行する。（平成 23 年 5 月 14 日開

催の定時総会にて一般社団法人常盤工業会の新定款決議に伴い一部文章改定。「新規終身会費」を「終

身会費」に名称変更。） 

 付則 

本規程は、令和 5 年 4 月 1 日から施行する。（令和 5 年 3 月 27 日開催の理事会で決議）（規程の名称改

定・全部改正・終身会費取扱に関する詳細事項追記・会費未納者の定義追記・規程の改廃に関する事項

追記） 


